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大
手
か
ら
中
小
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
規
模
の
会
員
で
構
成

　
平
成
11
年
8
月
に
前
身
団
体
が
設
立
さ
れ
、
平
成

14
年
9
月
に
N
P
O
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
た
特
定

非
営
利
活
動
法
人
か
ま
く
ら
地
域
介
護
支
援
機
構

は
、
平
成
12
年
4
月
か
ら
始
ま
っ
た
介
護
保
険
制
度

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
者
が
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
・
保
険
者
で
あ
る
鎌
倉
市
が

協
働
で
立
ち
上
げ
た
団
体
で
あ
る
。
現
在
（
平
成
27

年
2
月
時
点
）
は
地
域
の
病
院
、
介
護
事
業
者
、
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
団
体
正
会
員
1
1
5
団
体
、

団
体
賛
助
会
員
５
団
体
の
ほ
か
個
人
正
会
員
・
個
人

賛
助
会
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
大
手
か
ら
中
小
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
規
模
の
会
員
が
加
入
し
て
い

る
。

　
同
法
人
で
は
こ
れ
ま
で
、
情
報
提
供
の
充
実
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
・
向
上
、
事
業
者
同
士
の

連
携
、
苦
情
へ
の
対
応
や
制
度
へ
の
利
用
者
意
見
の

反
映
な
ど
を
進
め
る
た
め
、
各
種
委
員
会
・
連
絡
会

を
頻
繁
に
開
催
し
て
き
て
い
る
。

　
委
員
会
は
、
①
情
報
提
供
委
員
会
（
広
報
誌
『
輝

く
介
護
』
発
行
、『
介
護
さ
ー
び
す
・
な
び
鎌
倉
』

改
訂
版
発
行
、『
医
療
と
介
護
の
地
域
情
報
な
び 

か

ま
く
ら
』
発
行
）、
②
研
修
・
企
画
委
員
会
、
③
福

祉
資
源
ネ
ッ
ト
推
進
委
員
会
、
④
医
療
と
福
祉
の
地

域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会
な
ど
を
設
置
し
て
お

り
、
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。

　
連
絡
会
に
つ
い
て
も
、①
鎌
倉
ケ
ア
マ
ネ
連
絡
会
、

②
事
業
者
情
報
交
換
会 

（
市
内
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
、
訪
問
介
護
事
業
者
、
通
所
介
護
事
業
者
、
移
送

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
機
関
、
介

護
保
険
施
設
な
ど
が
参
加
）、
③
医
療
と
福
祉
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
、
④
か
ま
く
ら
食
支
援
研
究
会
、

「
鎌
倉
市
高
齢
者
生
活
支
援

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
制
度
」の
実
現
に
寄
与

神
奈
川
県
鎌
倉
市
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ま
く
ら
地
域
介
護
支
援
機
構

　独立行政法人福祉医療機構（Ｗ
ＡＭ）が行う社会福祉振興助成事
業（ＷＡＭ助成）は、国庫補助金
を財源とし、高齢者・障害者など
が地域のつながりのなかで自立し
た生活を送れるよう、また、子ど
もたちが健やかに安心して成長で
きるよう、NPO やボランティア
団体などが行う民間の創意工夫あ
る活動や地域に密着したきめ細か
な活動を支援する助成金制度です。
　今号では、特定非営利活動法人
かまくら地域介護支援機構の取り
組みを紹介します。
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設   

立
：
平
成
14
年
９
月
10
日

　
　
　
　（
前
身
団
体
設
立
：
平
成
11
年
８
月
16
日
）

代   

表
：
樽
井
　
彰
子

◆
法
人
概
要

● 助成実績 ●
○平成24年度
「地域の高齢者等を笑顔で支えるシステムづくり事業」
（助成額：269 万１千円）
事業概要：地域で暮らす高齢者等が平常時や災害時でも

安心して暮らせるようなシステムづくりを
目的に、市民が市民を支える「生活支援サ
ポーター事業」の試行、災害時に活用できる
冊子「災害時支援なび・鎌倉」を発行

○平成25年度
「退院・退所する地域の高齢者等を笑顔で支えるシス
テムづくり事業」（助成額：233 万１千円）
事業概要：病院から退院する高齢者等が安心して在宅生

活を再開することを目的に、高齢者等の在宅
生活における介護や生活支援の必要量とそ
の内容について調査を行い、平常時や災害時
にも適切な対応が可能になるように、医療・
介護・福祉に携わる事業者と地域住民組織と
ともに、在宅・地域移行支援を行うためのシ
ステムづくりを実施
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⑤
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
考
え
る
会
in
鎌
倉
、
⑥
介
護

相
談
室
の
運
営
な
ど
、数
多
く
実
施
し
て
き
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
市
民
公
開
講
座
や
地
域
福
祉
人
材
養
成

講
座
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
も
開
催
し
て
き
た
。

　
な
お
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
っ
て
か
ら
も
、
鎌
倉
市

は
、
各
種
委
員
会
・
連
絡
会
で
の
連
携
は
続
け
て
お

り
、
関
係
性
を
維
持
し
て
い
る
。

24
年
度
は
「
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
事

業
」
の
試
行
と
「
災
害
時
支
援
な
び
・

鎌
倉
」
を
発
行

　
同
法
人
で
は
、
平
成
24
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
事
業

（
助
成
金
額
：
2
6
9
万
1
千
円
）
で
、「
地
域
の
高

齢
者
等
を
笑
顔
で
支
え
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
事
業
」

を
実
施
し
た
。
こ
の
事
業
で
は
、
地
域
で
暮
ら
す
高

齢
者
等
が
平
常
時
で
も
非
常
災
害
時
で
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
目
的
に
、
２

つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
活
動
す
る
こ
と

と
し
た
。
１
つ
め
の
日
常
生

活
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
市
民
が
市
民
を
支
え
る

「
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
事

業
」
の
試
行
を
、
２
つ
め
の

災
害
時
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
災
害
時
に
活
用
で
き
る

冊
子
「
災
害
時
支
援
な
び
・

鎌
倉
」
を
発
行
し
た
。

　
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
普
段
か
ら
連
携
し

て
い
る
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
、社
会
福
祉
協
議
会
、

自
治
町
内
会
連
合
会
、
鎌
倉
市
、
学
識
者
等
か
ら
選

出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
で
実
行
委
員
会
（
15
人
）
を
構

成
。
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

作
り
、
日
常
生
活
支
援
グ
ル
ー
プ
で
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
連
絡
会
の
会
員
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ

ー
（
10
人
）
が
「
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
」
の

試
行
を
行
っ
た
。
災
害
時
支
援
グ
ル
ー
プ
（
10
人
）

で
は
地
域
市
内
各
所
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
、
災
害
時

に
活
用
で
き
る
「
私
の
緊
急
時
避
難
情
報
シ
ー
ト
」

を
も
と
に
「
災
害
時
支
援
な
び
・
鎌
倉
」（
事
業
者

向
け
）
を
作
成
し
た
。

　「
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
」
で
は
、
世
代
を

超
え
た
地
域
の
人
々
の
助
け
合
い
（
共
助
）
に
よ
っ

て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
参
加
で
き
る
仕
組

み
を
稼
働
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。

　
理
事
長
の
樽
井
彰
子
氏
は
、「
ち
ょ
っ
と
し
た
手

助
け
が
あ
れ
ば
在
宅
生
活
を
続
け
て
い
け
る
高
齢
者

等
向
け
の
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
平

成
18
年
度
か
ら
市
と
協
働
で
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
行
政
か
ら
試
行
事
業
の
予
算
を

い
た
だ
く
の
は
困
難
で
し
た
の
で
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で

実
施
で
き
て
大
変
助
か
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
行

政
に
示
し
て
『
こ
う
い
う
結
果
が
あ
る
か
ら
、
来
年

度
は
ぜ
ひ
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
に
予
算
を
つ

け
て
ほ
し
い
』
と
胸
を
張
っ
て
い
え
ま
す
し
、
こ
れ

ま
で
に
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
を
検
証
し
て
制
度
に

組
み
入
れ
ら
れ
た
の
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
」
と

語
る
。

　
な
お
、
こ
の
試
行
事
業
の
結
果
を
も
と
に
、
25
年

7
月
か
ら
「
鎌
倉
市
高
齢
者
生
活
支
援
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
制
度
」が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る（
18
頁
参
照
）。

現
在
、
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
を
し
て
い
る
の
は
元
気
な

60
～
70
歳
代
を
中
心
に
75
人
に
の
ぼ
り
、
33
人
の
高

齢
者
等
を
支
援
し
て
い
る
。

　「
災
害
時
支
援
な
び
・
鎌
倉
」
は
、
東
日
本
大
震

災
の
際
に
、
鎌
倉
市
内
で
も
物
資
の
不
足
や
情
報
の

錯
綜
な
ど
に
よ
り
、
非
効
率
な
安
否
確
認
や
二
次
災

害
の
危
険
が
あ
っ
た
こ
と
へ
の
反
省
か
ら
、
何
ら
か

の
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
等
が
災
害
時
で
も
安

心
し
て
過
ご
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
事
業
者
向
け
に

作
成
さ
れ
た
。

　
具
体
的
な
内
容
は
、鎌
倉
市
で
起
き
や
す
い
災
害
、

市
の
防
災
マ
ッ
プ
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
）
や
近
隣

の
避
難
所
の
確
認
方
法
、
災
害
時
の
主
要
連
絡
先
と

台在宅福祉サービスセ
ンター内にある、かま
くら地域介護支援機構
の事務所
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事
業
者
が
行
う
べ
き
行
動
、
平
常
時
・
発
災
時
・
そ

の
数
日
後
の
情
報
共
有
と
行
動
の
あ
り
方
、
要
介
護

高
齢
者
等
の
た
め
の
「
私
の
緊
急
時
避
難
情
報
シ
ー

ト
」
活
用
の
提
案
等
と
な
っ
て
い
る
。
1
0
0
0
部

作
成
し
た
が
、
地
域
の
事
業
者
か
ら
の
配
布
希
望
が

多
く
、
現
在
は
す
で
に
在
庫
が
な
い
状
態
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
の
集
大
成
と
し
て
行
わ
れ
た
「
地

域
の
高
齢
者
を
笑
顔
で
支
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
25

年
3
月
）
で
は
、
日
常
生
活
支
援
の
テ
ー
マ
で
弁
護

士
に
、
災
害
時
支
援
の
テ
ー
マ
で
医
師
に
講
演
を
し

て
も
ら
い
、
介
護
保
険
事
業
者
を
は
じ
め
、
市
民
も

数
多
く
参
加
し
た
。

25
年
度
で
は
「
退
院
・
退
所
な
び
鎌

倉
」、「
災
害
時
支
援
な
び
・
鎌
倉

（
v
o
l
・
2
）」
を
作
成

　
平
成
25
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
事
業（
助
成
金
額
：

2
3
3
万
1
千
円
）
で
は
、「
退
院
・
退
所
す
る
地

域
の
高
齢
者
等
を
笑
顔
で
支
え
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

事
業
」
と
し
て
、「
退
院
・
退
所
な
び
鎌
倉
」
と
「
災

害
時
支
援
な
び
・
鎌
倉
（v
o
l
・
2
）」
の
作
成
を

行
っ
て
い
る
。

　「
退
院
・
退
所
な
び
鎌
倉
」
は
、
病
院
・
施
設
の

利
用
者
と
家
族
向
け
の
冊
子
で
、「
医
師
か
ら
そ
ろ

そ
ろ
退
院
と
い
わ
れ
た
ら
」、「
退
院
か
ら
施
設
・
在

宅
へ
の
流
れ
」、「
介
護
保
険
申
請
の
流
れ
」、「
在
宅

療
養
・
介
護
に
必
要
な
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
の
内

容
を
、
よ
く
み
ら
れ
る
事
例
も
と
り
い
れ
て
解
説
し

「高齢者生活支援サ
ポートセンター事業」

（鎌倉市委託）の状況
が一目でわかるよう、
サポーター・利用者
をピンで色分けして
事務所に掲示

平成 24、25 年度の助成事業で作成した「災害時支援
なび・鎌倉」。地域の介護事業所・病院等に配布した。
関係者から好評で、平成 24 年度作成分についてはす
でに品切れで、平成 25 年度作成分も在庫僅少となっ
ている

❶

❷

❸

❹

鎌倉市高齢者生活支援サポートセンター事業
　高齢者の日常生活を、“地域の助け合い”によって支えるために、希望に応じて地域
の「生活支援サポーター」を派遣し、家事支援、趣味・生きがいの外出および居宅内支
援（散歩、買物、墓参、話し相手、囲碁・将棋の相手など。身体介護、専門業者が行う
ような大規模な庭の剪定、清掃などは除く）を行う事業。
　一人暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯に、定期的に「生活支援サポーター」が訪問
することで孤立や閉じこもりを防ぎ、生活の質を向上させる。また人と交流し精神的に
豊かになることによって、認知症や要介護状態の予防を目指す。 

利用   鎌倉市在住のおおむね65 歳以上の一人暮らし高齢者または高齢者のみの世帯
対象   （要介護認定の自立または要介護 1 以下の“軽度者”）

★「生活支援サポーター」の利用の流れ
サポート利用希望者は、地域包括支援センターに連絡（要介護認定を受け
ている人は担当のケアマネジャーに連絡）

▼
高齢者生活支援サポートセンター（※）の相談員が利用希望者を訪問し、相
談しながら希望に沿った「生活支援サポーター」を紹介

▼
地域の「生活支援サポーター」が平日の 9 時から 5 時までの時間帯、 
１カ月に 2 ～ 4 回、1 時間程度の支援を行う（有償：900円／1時間）

▼
翌月の月初に再度相談員が訪問し、集金と今後の利用計画を相談

※高齢者生活支援サポートセンター……………………………………………………………
　相談員（2人）が、地域包括支援センターや介護保険居宅介護支援事業者などの紹介によ
り生活支援サポート利用の申し込みを受け付け、実際の支援内容を調整。生活支援サポーター
登録も担当している。生活支援サポーターには、地域の希望者が必要な研修を受けた後に登
録される。　＜開設時間＞平日（土・日・祝を除く）　10：00 ～ 16：00
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た
も
の
。
こ
れ
は
２
０
０
０
部
作
成
し
、
事
業
者
か

ら
個
人
ま
で
の
希
望
者
に
配
布
し
た
。

　「
災
害
時
支
援
な
び・
鎌
倉（
v
o
l・2
）」は
、平
成

24
年
度
作
成
分
の
内
容

を
さ
ら
に
進
め
、
市
内

を
６
つ
の
地
域
に
分

け
、
各
地
域
ご
と
に
地

域
の
特
徴
、
主
な
避
難

所
・
避
難
場
所
、
病
院
・

特
養
・
老
健
・
特
定
施

設
・
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
・
通
所
介

護
系
事
業
所
な
ど
関
係

施
設
の
位
置
関
係
を
把

握
で
き
る
地
図
、
災
害

時
要
援
護
者
登
録
の
人

数
等
を
掲
載
し
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も

平
成
24
年
度
作
成
分
と

同
様
に
1
0
0
0
部
作

成
し
、
関
係
機
関
に
配

布
し
た
。
地
域
特
性
の

理
解
を
さ
ら
に
深
め
、

災
害
に
備
え
る
心
構
え

を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
役
立
っ
て
い
る
。

　
そ
の
後
の
事
業
報
告

会
で
は
、
医
療
・
介
護
・

地
域
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
の
報
告
・
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
に
は
、
専
門
職
間
の
連
携
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
住
民
間
互
助
の
関
係
づ
く
り
も
必
要

と
な
る
。
今
回
の
助
成
事
業
で
は
、
地
域
住
民
・
介

護
事
業
者
・
行
政
が
同
じ
テ

ー
ブ
ル
で
意
見
交
換
を
す
る

こ
と
が
で
き
、
継
続
的
な
連

携
を
図
る
環
境
が
整
え
ら
れ

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
26
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
「
鎌
倉
市
在
宅
医

療
介
護
連
携
推
進
会
議
」
の

委
員
に
同
法
人
の
樽
井
理
事

長
が
選
出
さ
れ
、
地
域
の
な

か
で
の
役
割
も
さ
ら
に
大
き

く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
活
動
の
積
み
重
ね
が
、
助

成
事
業
を
ス
テ
ッ
プ
に
花
開

い
て
い
る
。

25 年度事業
では、「退院・
通所なび　鎌
倉」も作成。
こちらは高齢
者や家族向け
に、退院・退
所時のアドバ
イスをまとめ
ている。高齢者の入院で多い事例もあ
げて説明されており、わかりやすい

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ

　医療と介護の連携の必要性がいわれるようになってしばらく経ち
ます。意欲的な医師や事業所等が個別に連携している事例はわりと
みられるようになってきていますが、さらに連携を進めるためには、

「自分の高齢期の暮らし方をどう考えるか」ということを学びあった、
地域の人たちの力を取り入れていくことが大事なのではないでしょ
うか。
　私たちは中間支援機関として、事業者・行政・市民をうまくつ
なげていくということを最大の目的に十数年活動してきましたが、
WAM からの助成と評価をしていただいたことで、これまでの活動
に自信がつきました。2025 年に向けて、さらに事業を積み上げて
いきたいと考えています。
　最近は、地域に住んでいる人に地域の高齢者を支援する人材になっ
てもらうことを目指して、ファミリーサポートセンター等とも連携
しています。ここの会員の方たちが、子育てが一段落したころに、
高齢者支援にも興味をもっていただけたらと思っています。
　そのほか、今後はさらに安定的な運営とするため、寄附をした人
が寄附金控除（所得税等の軽減）を受けられる認定 NPO 法人化を
目指すことも検討しています。

（左から）特定非営利活動法人かまくら地域介護支援機構の理
事・渡邊久美子氏、理事長・樽井彰子氏、事務局・角田孝子氏

2025年に向けて、
さらに活動を積み重ねます

特定非営利活動法人かまくら地域介護支援機構
理事長　樽井彰子氏

社会福祉振興
助成事業に関する
お問い合わせ

助成事業部 助成計画課（助成事業の広報、助成金の資金交付に関するお問い合わせ）
 TEL  : 03-3438-4756
助成事業部 助成振興課（助成事業の審査・各種事務手続き、事業評価に関するお問い合わせ）
 TEL  : 03-3438-9942 
 FAX  : 03-3438-0218（共通）　　E-Mail  : wamjyosei@wam.go.jp
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